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(57)【要約】
【課題】超音波検査装置における操作性を向上させる。
【解決手段】超音波検査装置は、診療所情報システムか
ら患者情報を受信し（ステップＳ３）、受信した患者情
報を記憶する（ステップＳ４）。患者情報が複数存在す
る場合には（ステップＳ５；ＹＥＳ）、この複数の患者
情報を含む患者リストを表示する（ステップＳ６）。そ
して、患者リストの中から選択された患者情報に対応す
る患者の超音波画像を表示する（ステップＳ９）。一方
、患者情報が一つのみ存在する場合には（ステップＳ５
；ＮＯ）、患者リストの表示を省略し、一つのみ存在す
る患者情報に対応する患者の超音波画像を表示する（ス
テップＳ９）。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を発生させ対象物から反射された超音波に基づいて当該対象物を画像化して超音
波画像を表示手段に表示する超音波検査装置であって、
　検査対象患者の患者情報を取得する取得手段と、
　前記取得された一又は複数の患者情報を記憶する記憶手段と、
　操作手段と、
　前記記憶手段に記憶されている患者情報が複数存在する場合には、当該複数の患者情報
を含む患者リストを前記表示手段に表示させ、当該表示された患者リストの中から前記操
作手段により選択された患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させ
、前記記憶手段に記憶されている患者情報が一つの場合には、当該一つの患者情報を含む
患者リストの表示を省略し、当該一つの患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示
手段に表示させる制御手段と、
　を備える超音波検査装置。
【請求項２】
　診療所内の患者情報を記憶する診療所情報システムと、超音波を発生させ対象物から反
射された超音波に基づいて当該対象物を画像化して超音波画像を表示手段に表示する超音
波検査装置と、を有する超音波検査システムであって、
　前記超音波検査装置は、
　検査対象患者の患者情報を取得する取得手段と、
　前記取得された一又は複数の患者情報を記憶する記憶手段と、
　操作手段と、
　前記記憶手段に記憶されている患者情報が複数存在する場合には、当該複数の患者情報
を含む患者リストを前記表示手段に表示させ、当該表示された患者リストの中から前記操
作手段により選択された患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させ
、前記記憶手段に記憶されている患者情報が一つの場合には、当該一つの患者情報を含む
患者リストの表示を省略し、当該一つの患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示
手段に表示させる制御手段と、
　を備える超音波検査システム。
【請求項３】
　超音波を発生させ対象物から反射された超音波に基づいて当該対象物を画像化して超音
波画像を表示手段に表示する超音波検査装置を制御するコンピュータを、
　検査対象患者の患者情報を取得する取得手段、
　前記取得された一又は複数の患者情報を記憶する記憶手段、
　操作手段、
　前記記憶手段に記憶されている患者情報が複数存在する場合には、当該複数の患者情報
を含む患者リストを前記表示手段に表示させ、当該表示された患者リストの中から前記操
作手段により選択された患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させ
、前記記憶手段に記憶されている患者情報が一つの場合には、当該一つの患者情報を含む
患者リストの表示を省略し、当該一つの患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示
手段に表示させる制御手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波検査装置、超音波検査システム及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波検査装置は、超音波を発生させ、組織から反射した超音波を画像化するものであ
る。体外からプローブを当てて検査を行うことができるため、患者への副作用もなく、安
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全な検査であり、妊婦や胎児の画像検査に用いられている。超音波検査装置の小型化、高
画質化、低価格化に伴い、比較的小規模の診療所でも実施可能な生理検査として、検体検
査、心電図検査とともに超音波検査の導入が進んでいる。
【０００３】
　超音波検査装置は、ＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging）と同様に非放射線装置であ
るが、大規模な病院では、放射線装置の枠内でＲＩＳ（放射線部門システム）の管理下に
置かれてきた。この場合、超音波検査装置は、ＲＩＳから送信された予約オーダ情報に基
づいて、複数の患者情報を含む患者リストを表示する。そして、患者リストからユーザが
検査の対象となる患者を選択することで、超音波検査装置における検査が開始される。
【０００４】
　一般に、ほとんどの診療所ではＲＩＳを有していない。そのため、他の装置と接続する
ことなく検体検査や心電図検査を行っているのと同様に、超音波検査装置においても、ユ
ーザが患者情報を手入力して検査を行っている。
【０００５】
　また、患者ワークリストを表示する際に、患者の氏名、ＩＤ、モダリティ情報、医療手
順の説明を表示する他、アレルギーや妊娠の有無等、医療行為が患者に危険を及ぼすおそ
れがある場合に、警告アイコンを表示する装置が提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１０２７６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　診療所では、患者を一人ずつ検査室に招き入れて検査を行うため、超音波検査装置にお
いて検査対象患者の患者リストを表示したとしても、ほとんどの場合、一人分の患者情報
が表示されている患者リストから患者を選択することになり、操作において不便であった
。
【０００８】
　本発明は上記の従来技術における問題に鑑みてなされたものであって、超音波検査装置
における操作性を向上させることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、超音波を発生させ対象物から反
射された超音波に基づいて当該対象物を画像化して超音波画像を表示手段に表示する超音
波検査装置であって、検査対象患者の患者情報を取得する取得手段と、前記取得された一
又は複数の患者情報を記憶する記憶手段と、操作手段と、前記記憶手段に記憶されている
患者情報が複数存在する場合には、当該複数の患者情報を含む患者リストを前記表示手段
に表示させ、当該表示された患者リストの中から前記操作手段により選択された患者情報
に対応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させ、前記記憶手段に記憶されている
患者情報が一つの場合には、当該一つの患者情報を含む患者リストの表示を省略し、当該
一つの患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させる制御手段と、を
備える。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、診療所内の患者情報を記憶する診療所情報システムと、超音
波を発生させ対象物から反射された超音波に基づいて当該対象物を画像化して超音波画像
を表示手段に表示する超音波検査装置と、を有する超音波検査システムであって、前記超
音波検査装置は、検査対象患者の患者情報を取得する取得手段と、前記取得された一又は
複数の患者情報を記憶する記憶手段と、操作手段と、前記記憶手段に記憶されている患者
情報が複数存在する場合には、当該複数の患者情報を含む患者リストを前記表示手段に表
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示させ、当該表示された患者リストの中から前記操作手段により選択された患者情報に対
応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させ、前記記憶手段に記憶されている患者
情報が一つの場合には、当該一つの患者情報を含む患者リストの表示を省略し、当該一つ
の患者情報に対応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させる制御手段と、を備え
る。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、超音波を発生させ対象物から反射された超音波に基づいて当
該対象物を画像化して超音波画像を表示手段に表示する超音波検査装置を制御するコンピ
ュータを、検査対象患者の患者情報を取得する取得手段、前記取得された一又は複数の患
者情報を記憶する記憶手段、操作手段、前記記憶手段に記憶されている患者情報が複数存
在する場合には、当該複数の患者情報を含む患者リストを前記表示手段に表示させ、当該
表示された患者リストの中から前記操作手段により選択された患者情報に対応する患者の
超音波画像を前記表示手段に表示させ、前記記憶手段に記憶されている患者情報が一つの
場合には、当該一つの患者情報を含む患者リストの表示を省略し、当該一つの患者情報に
対応する患者の超音波画像を前記表示手段に表示させる制御手段、として機能させるため
のプログラムである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、超音波検査装置における操作性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】超音波検査システムのシステム構成図である。
【図２】診療所情報システムの機能的構成を示すブロック図である。
【図３】超音波検査装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図４】超音波検査システムにおける動作を示すラダーチャートである。
【図５】患者リスト画面の例である。
【図６】検査画面の例である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
［超音波検査システムのシステム構成］
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
　図１に、超音波検査システム１のシステム構成を示す。
　超音波検査システム１は、診療所情報システム１０と、超音波検査装置２０と、画像管
理サーバ３０と、から構成されており、ＬＡＮ（Local Area Network）等の通信ネットワ
ークＮを介してデータ通信可能に接続されている。超音波検査システム１は、診療所等の
比較的小規模の医療施設に適用される。
【００１５】
　診療所情報システム１０は、患者の受付登録機能、電子カルテ機能、会計計算機能等を
有する。診療所情報システム１０は、診療所内の患者情報Ｄ１（図２参照）、診療記録情
報等のデータを記憶し、管理する。患者情報Ｄ１は、患者に関する情報であり、患者のＩ
Ｄ、氏名、性別、生年月日等を含む。診療記録情報は、患者の病状や診断結果等の情報を
含む。
【００１６】
　超音波検査装置２０は、超音波を発生させ、対象物から反射された超音波に基づいて対
象物を画像化し、超音波画像の画像データを生成する。超音波検査装置２０は、生成した
超音波画像の画像データを画像管理サーバ３０に送信する。
【００１７】
　画像管理サーバ３０は、ＰＡＣＳ（Picture Archiving and Communication System）に
より構成され、超音波検査装置２０やその他のモダリティから送信された医用画像の画像
データを記憶し、管理する。画像管理サーバ３０は、外部機器からの要求に応じて、保存
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されている画像データを外部機器に提供する。
【００１８】
［診療所情報システム１０の機能的構成］
　図２に、診療所情報システム１０の機能的構成を示す。
　図２に示すように、診療所情報システム１０は、制御部１１、操作部１２、表示部１３
、通信部１４、記憶部１５を備えて構成され、各部はバス１６により接続されている。
【００１９】
　制御部１１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＡＭ（Random Access Memory
）等から構成され、診療所情報システム１０の各部の処理動作を統括的に制御する。具体
的には、ＣＰＵは、操作部１２から入力される操作信号又は通信部１４により受信される
指示信号に応じて、記憶部１５に記憶されている各種処理プログラムを読み出し、ＲＡＭ
内に形成されたワークエリアに展開し、当該プログラムとの協働により各種処理を行う。
【００２０】
　操作部１２は、カーソルキー、数字入力キー、及び各種機能キー等を備えたキーボード
と、マウス等のポインティングデバイスを備えて構成され、キーボードに対するキー操作
やマウス操作により入力された操作信号を制御部１１に出力する。
【００２１】
　表示部１３は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）により構成され、制御部１１から入
力される表示データに基づいて各種画面を表示する。
【００２２】
　通信部１４は、ＬＡＮアダプタ、ルータ、ＴＡ（Terminal Adapter）等を備え、通信ネ
ットワークＮを介して接続された超音波検査装置２０、画像管理サーバ３０等の外部機器
との間でデータの送受信を行う。
【００２３】
　記憶部１５は、ハードディスク等から構成され、制御プログラム、当該プログラムの実
行に必要なパラメータやファイル等を記憶している。記憶部１５には、検査依頼処理プロ
グラム１５１が記憶されている。また、記憶部１５には、診療所内の患者の患者情報Ｄ１
が記憶されている。
【００２４】
　制御部１１は、検査依頼処理プログラム１５１との協働により、記憶部１５に記憶され
ている複数の患者情報Ｄ１を表示部１３に表示させ、ユーザの操作部１２からの操作によ
り選択された患者情報Ｄ１を通信部１４を介して超音波検査装置２０に送信する。
【００２５】
［超音波検査装置の機能的構成］
　図３に、超音波検査装置２０の機能的構成を示す。
　図３に示すように、超音波検査装置２０は、制御部２１、操作部２２、表示部２３、通
信部２４、記憶部２５、プローブ２６、画像化処理部２７を備えて構成され、各部はバス
２８により接続されている。
【００２６】
　制御部２１は、ＣＰＵ、ＲＡＭ等から構成され、超音波検査装置２０の各部の処理動作
を統括的に制御する。具体的には、ＣＰＵは、操作部２２から入力される操作信号又は通
信部２４により受信される指示信号に応じて、記憶部２５に記憶されている各種処理プロ
グラムを読み出し、ＲＡＭ内に形成されたワークエリアに展開し、当該プログラムとの協
働により各種処理を行う。
【００２７】
　操作部２２は、カーソルキー、数字入力キー、及び各種機能キー等を備えたキーボード
と、マウス等のポインティングデバイスを備えて構成され、キーボードに対するキー操作
やマウス操作により入力された操作信号を制御部２１に出力する。また、操作部２２は、
表示部２３と一体に構成されたタッチパネルを含んでもよい。
【００２８】
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　表示部２３は、ＬＣＤにより構成され、制御部２１から入力される表示データに基づい
て各種画面を表示する。
【００２９】
　通信部２４は、ＬＡＮアダプタ、ルータ、ＴＡ等を備え、通信ネットワークＮを介して
接続された診療所情報システム１０、画像管理サーバ３０等の外部機器との間でデータの
送受信を行う。
【００３０】
　記憶部２５は、ハードディスク等から構成され、制御プログラム、当該プログラムの実
行に必要なパラメータやファイル等を記憶している。記憶部２５には、検査処理プログラ
ム２５１が記憶されている。また、記憶部２５には、診療所情報システム１０から送信さ
れた一又は複数の患者情報Ｄ１が記憶される。また、記憶部２５には、各患者情報Ｄ１と
対応付けられて、状態フラグが用意されている。状態フラグとは、各患者情報Ｄ１につい
て、当該患者情報Ｄ１に対応する患者の超音波検査の実施状態を示すものである。ここで
は、超音波検査がまだ実施されていない場合には、状態フラグ＝オフ（未実施）、超音波
検査が既に実施された場合には、状態フラグ＝オン（実施済）とする。また、記憶部２５
には、超音波検査において撮影された超音波画像の画像データが記憶される。
【００３１】
　プローブ２６は、超音波発生部２６１、超音波受信部２６２を備え、検査時に検査対象
部位に当接される。超音波発生部２６１は、超音波を発生させる。超音波発生部２６１に
より発生された超音波は、対象物により反射される。超音波受信部２６２は、この反射さ
れた超音波（エコー）を受信し、画像化処理部２７に出力する。
【００３２】
　画像化処理部２７は、超音波受信部２６２により受信された超音波に基づいて、対象物
の内部状態を画像化し、超音波画像の画像データを生成する。
【００３３】
　制御部２１は、検査処理プログラム２５１との協働により、通信部２４を介して、診療
所情報システム１０から送信された患者情報Ｄ１を取得し、取得した患者情報Ｄ１を記憶
部２５に記憶させる。制御部２１は、記憶部２５に超音波検査が未実施の患者情報Ｄ１が
複数存在するか否かを判断する。具体的には、制御部２１は、患者情報Ｄ１に対応付けら
れている状態フラグに基づいて、状態フラグがオフの患者情報Ｄ１を抽出し、抽出された
患者情報Ｄ１が複数存在するか否かを判断する。
【００３４】
　記憶部２５に記憶されている患者情報Ｄ１のうち、超音波検査が未実施の患者情報Ｄ１
が複数存在する場合には、制御部２１は、超音波検査が未実施の複数の患者情報Ｄ１を含
む患者リストを表示部２３に表示させる。そして、ユーザの操作部２２からの操作により
、表示部２３に表示されている患者リストの中から検査を開始する患者に対応する患者情
報Ｄ１が選択される。制御部２１は、当該選択された患者情報Ｄ１に対応する患者の超音
波画像を表示部２３に表示させる。具体的には、制御部２１は、プローブ２６の超音波受
信部２６２により受信された超音波に基づいて、画像化処理部２７に画像データを生成さ
せ、生成された画像データに基づいて、表示部２３に連続的（リアルタイム）に超音波画
像を表示させる。
【００３５】
　一方、記憶部２５に記憶されている患者情報Ｄ１のうち、超音波検査が未実施の患者情
報Ｄ１が一つのみ存在する場合には、制御部２１は、この一つの患者情報Ｄ１を含む患者
リストの表示を省略し、一つの患者情報Ｄ１に対応する患者の超音波画像を表示部２３に
表示させる。
【００３６】
　制御部２１は、ユーザの操作部２２からの操作に基づいて、保存用の超音波画像の画像
データに患者情報Ｄ１を付帯させ、患者情報Ｄ１が付帯された超音波画像の画像データを
通信部２４を介して画像管理サーバ３０に送信する。
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【００３７】
［超音波検査システムの動作］
　次に、超音波検査システム１における動作について説明する。
　図４は、診療所情報システム１０、超音波検査装置２０、画像管理サーバ３０における
動作を示すラダーチャートである。なお、診療所情報システム１０における処理は、制御
部１１と、記憶部１５に記憶されている検査依頼処理プログラム１５１との協働によるソ
フトウェア処理によって実現される。また、超音波検査装置２０における処理は、制御部
２１と、記憶部２５に記憶されている検査処理プログラム２５１との協働によるソフトウ
ェア処理によって実現される。
【００３８】
　まず、図４に示すように、診療所情報システム１０において、制御部１１により、記憶
部１５に記憶されている複数の患者情報Ｄ１が表示部１３に表示され、ユーザの操作部１
２からの操作により、検査対象患者の患者情報Ｄ１が選択される（ステップＳ１）。選択
された患者情報Ｄ１は、制御部１１により、通信部１４を介して超音波検査装置２０に送
信される（ステップＳ２）。
【００３９】
　超音波検査装置２０では、通信部２４を介して患者情報Ｄ１が受信され（ステップＳ３
）、制御部２１により、この患者情報Ｄ１が記憶部２５に記憶される（ステップＳ４）。
　ステップＳ１～ステップＳ４までの処理は、診療所情報システム１０において、患者情
報Ｄ１が選択される度に繰り返される。
【００４０】
　次に、制御部２１により、記憶部２５に超音波検査が未実施の患者情報Ｄ１が複数存在
するか否かが判断される（ステップＳ５）。具体的には、制御部２１により、患者情報Ｄ
１に対応付けられている状態フラグに基づいて、状態フラグがオフの患者情報Ｄ１が複数
存在するか否かが判断される。記憶部２５に超音波検査が未実施の患者情報Ｄ１が複数存
在する場合には（ステップＳ５；ＹＥＳ）、制御部２１により、この超音波検査が未実施
の複数の患者情報Ｄ１を含む患者リストが表示部２３に表示される（ステップＳ６）。
【００４１】
　図５に、表示部２３に表示される患者リスト画面２３１の例を示す。
　患者リスト画面２３１には、患者毎に、患者のＩＤ、氏名、性別、生年月日、撮影部位
、撮影数、状態が表示される。患者のＩＤ、氏名、性別、生年月日は、患者情報Ｄ１に基
づいて表示される。撮影数は、超音波検査により撮影された画像（保存用の超音波画像）
の数である。状態は、超音波検査の実施状態を示す情報であり、各患者情報Ｄ１に対応付
けられている状態フラグに基づいて表示される。
【００４２】
　次に、ユーザの操作部２２からの操作により、表示部２３に表示されている患者リスト
の中からいずれかの患者情報Ｄ１が選択されると（ステップＳ７）、制御部２１により、
選択された患者情報Ｄ１に対応する患者の検査が開始される（ステップＳ８）。そして、
画像化処理部２７において、超音波受信部２６２により受信された超音波に基づいて、超
音波画像の画像データが生成され、制御部２１により、生成された画像データに基づいて
、選択された患者情報Ｄ１に対応する患者の超音波画像がリアルタイムに表示部２３に表
示される（ステップＳ９）。
【００４３】
　一方、ステップＳ５において、記憶部２５に記憶されている患者情報Ｄ１のうち、超音
波検査が未実施の患者情報Ｄ１が一つのみ存在する場合には（ステップＳ５；ＮＯ）、制
御部２１により、患者リストの表示が省略され、その一つの患者情報Ｄ１に対応する患者
の検査が開始される（ステップＳ８）。そして、画像化処理部２７において、超音波受信
部２６２により受信された超音波に基づいて、超音波画像の画像データが生成され、制御
部２１により、生成された画像データに基づいて、一つのみ存在する患者情報Ｄ１に対応
する患者の超音波画像がリアルタイムに表示部２３に表示される（ステップＳ９）。
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【００４４】
　図６に、表示部２３に表示される検査画面２３２の例を示す。
　検査画面２３２には、超音波受信部２６２により受信された超音波に基づく超音波画像
がリアルタイムに表示されるとともに、検査中の患者の患者情報Ｄ１が表示される。
【００４５】
　ユーザ（医師）は、患者の検査対象部位にプローブ２６を当てながら、表示部２３に表
示される超音波画像を診断する。ユーザの操作部２２からの操作により、スナップショッ
トの保存が指示されると、制御部２１により、その瞬間にプローブ２６の超音波受信部２
６２により受信された超音波に基づく超音波画像（静止画像）が表示部２３に表示される
。制御部２１により、この超音波画像の画像データに患者情報Ｄ１が付帯され、スナップ
ショットとして記憶部２５に保存される（ステップＳ１０）。そして、制御部２１により
、この患者情報Ｄ１が付帯された超音波画像の画像データが通信部２４を介して画像管理
サーバ３０に送信される（ステップＳ１１）。
【００４６】
　画像管理サーバ３０では、超音波検査装置２０から送信された超音波画像の画像データ
が受信され（ステップＳ１２）、保管される（ステップＳ１３）。
【００４７】
　超音波検査装置２０では、超音波検査が終了すると、制御部２１により、その患者の患
者情報Ｄ１に対応付けられた状態フラグがオン（実施済）に変更される。
【００４８】
　以上説明したように、超音波検査装置２０によれば、検査をすべき患者の患者情報Ｄ１
が一つのみの場合には患者リストを表示しないので、医師が思い立った時に検査を開始す
ることができる。したがって、一人分の患者情報Ｄ１のみを含む患者リストの中から患者
情報Ｄ１を選択するという無駄な操作をユーザに強いることがなくなり、超音波検査装置
２０における操作性を向上させることができる。
【００４９】
　また、患者情報Ｄ１が複数存在する場合には患者リストを表示するので、患者リストか
ら患者情報Ｄ１を選択して検査を行うことができ、当初予定していた患者を後回しにする
等、検査の順番を入れ替えることができる。
【００５０】
　また、超音波検査装置２０において、診療所情報システム１０から送信された患者情報
Ｄ１を利用することができるので、患者情報Ｄ１を手入力する必要がない。
【００５１】
　なお、上記実施の形態における記述は、本発明に係る超音波検査装置の例であり、これ
に限定されるものではない。装置を構成する各部の細部構成及び細部動作に関しても本発
明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【００５２】
　例えば、上記実施の形態では、診療所情報システム１０から超音波検査装置２０へ患者
情報Ｄ１が送信される場合について説明したが、超音波検査装置２０において、操作部２
２から患者情報Ｄ１が入力されることにより、検査対象患者の患者情報Ｄ１を取得するこ
ととしてもよい。
【００５３】
　以上の説明では、各処理を実行するためのプログラムを格納したコンピュータ読み取り
可能な媒体としてハードディスク等を使用した例を開示したが、この例に限定されない。
その他のコンピュータ読み取り可能な媒体として、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリ
、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬型記録媒体を適用することも可能である。また、プログラムのデ
ータを通信回線を介して提供する媒体として、キャリアウェーブ（搬送波）を適用するこ
ととしてもよい。
【符号の説明】
【００５４】
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１　超音波検査システム
１０　診療所情報システム
１１　制御部
１２　操作部
１３　表示部
１４　通信部
１５　記憶部
１６　バス
２０　超音波検査装置
２１　制御部
２２　操作部
２３　表示部
２４　通信部
２５　記憶部
２６　プローブ
２７　画像化処理部
２８　バス
３０　画像管理サーバ
１５１　検査依頼処理プログラム
２３１　患者リスト画面
２３２　検査画面
２５１　検査処理プログラム
２６１　超音波発生部
２６２　超音波受信部
Ｄ１　患者情報
Ｎ　通信ネットワーク
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